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要 旨

語気助詞の特徴と分析方法の不備のため、語気助詞の意味の分析は難題になってい

た。語気助詞そのものの特徴が分析方法の多様性をもたらしたが、新たな分析方法の

検討により語気助詞の意味の解明が進むものと考えられる。本研究は「 ba」を例

として語気助詞の意味の分析方法を検討する。まず、語気助詞の先行研究における分

析方法の問題点を述べる。そして、語気助詞の特徴に基づいて分析方法の検討を行い、

言語行為論を理論的根拠とする分析方法を一つ提出する。その後「 ba」を例とし

てこの分析方法の有効性を検討する。
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１．はじめに

語気助詞の意味はいろいろに論じられているが、研究者の間に一致した意見がまだ

ないのが実情である。胡（１９８８）が指摘したように、これには二つの原因がある。す

なわち、語気助詞そのものの特徴と、分析方法の相違である。機能語としての語気助

詞は独立して使われず、文の中に入ってはじめて意味を持つ。その使用と理解がほぼ

完全に文脈に依存しており、意味の分析がかなり困難になっている。一方、研究者は

異なる理論・分析方法に基づいて研究を行っているので、語気助詞の意味記述がなか

なか一致しない。

語気助詞そのものの特徴が分析方法の多様性をもたらしているのであるが、語気助

詞の「空霊的（捉えどころがない）」意味を究明するには、分析方法の検討が先行す

る必要がある。本研究（１）は「 ba」を例として語気助詞の意味の分析方法を検討する。

杏林大学大学院国際協力研究科『大学院論文集』№４，２００７．３

３３



２．先行研究の問題点と本研究の分析方法

２．１．先行研究の問題点

ここでは先行研究における語気助詞の分析方法の問題点を述べる。先行研究の分析

方法は様々であるが、問題点は二つの傾向として表れている。一つは語気助詞に過大

な意味内容を与える傾向、もう一つは語気助詞に過小な意味内容を与える傾向である。

まず、語気助詞に過大な意味内容を与える傾向について分析する。語気は決して単

語のレベルの概念ではなく、文のレベルの概念である。文の語気は単に一つの語気助

詞によって決まるというわけではない。語気を表せる要素は語気助詞のほかに副詞、

感嘆詞などもあり、イントネーション、文型などもある。文の意味と同じように、文

の語気も語気助詞を含む各単語やイントネーションなどの要素の一種の相乗作用に

よって決まっている。語気助詞は文の語気を完全に決めることはできず、文の語気に

一定の影響を与えるだけである。この点を十分に認識しないと、語気助詞の意味を分

析する際、ほかの要素の語気への貢献を語気助詞に帰し、語気助詞に過大な意味内容

を与えてしまう。さらに、一つの文が同時に二、三種類の語気を有することもあるの

で、この傾向がさらに助長されることになる。

これに対して、語気助詞に過小な意味内容を与えるという傾向もある。研究者は語

気助詞の文の語気への貢献を最小限に評価しようとしたり、さらには語気助詞が語気

を表すことを否定したりしようとする。一つの極端な例を挙げてこの傾向の問題点を

説明する。孟（２００５）は、語気助詞が語気を表すことを全面的に否定し、語気助詞の

意味・機能を、文の（様々な）語気を「強化する」だけであると限定している。この

説は語気助詞の個性を抹殺してしまう。例えば、もし語気助詞 Aと Bの機能が文の

語気を強化するだけであるとすれば、Aと Bの相違は Aが二種類の語気を強化し、

Bが三種類の語気を強化するということになる。さらに、もし Aと Bが同様に三種

類の語気を強化するものとすれば、Aと Bは相違がなくなって取り替えて使ってよ

いことになる。しかしながら語気助詞の間には確かに著しい相違が存在するのである。

こうした先行研究における二つの傾向の発生は、語気助詞そのものの特徴に起因し

ている。本研究は、語気助詞の特徴に基づいて分析方法の検討を行う。

２．２．本研究の基本的立場と分析方法

先行研究の分析方法の問題点を述べたが、ここでは本研究の基本的立場と分析方法

を説明する。まず、語気助詞の特徴について論じる。①機能語としての語気助詞は独

立して使われず、文の中に入ってはじめて意味を持つ。②語気助詞の意味の分析はほ

ぼ完全に文脈に依存する。③語気を表せるものは語気助詞のほかにもいろいろある。

④語気は文のレベルの概念であり、文の意味内容の一部である。⑤文の語気は語気助
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詞を含む各単語やイントネーションなどの要素の一種の相乗作用によって決まる。⑥

語気助詞は文の語気を完全に決めることはできず、ある程度文の語気に影響を与える

だけである。⑦一つの文の語気はいつも一種類だけあるというわけではない。⑧ほと

んどの語気助詞は実詞から文法化を経て機能語になった。そのため、語気助詞の意味

は語源実詞の特徴をある程度保有している。⑨語気助詞の分布、共起などの分析が語

気助詞の意味の究明をいっそう精密にする。

①～⑨に示したように、語気助詞の特徴は統語的・意味的・語用的な平面を横断し、

その意味の分析は語用論・意味論・統語論・形態論などの諸領域に関連している。し

たがって、語気助詞の意味の分析については、意味論と語用論などの諸領域を対象と

した、しかも諸領域を一つの枠内に置いて体系的に分析することのできる、精密で体

系的な言語理論（本研究においては、言語行為論を使う）に基づいて方法が検討され

るべきである。①②④⑤⑦⑨に示したように、語気助詞の意味は完全に文に依存する。

そのため、文の意味を分析することが語気助詞の分析の出発点となるべきであると考

えられる。

このような立場を取る本研究は、次の分析方法を用いる。まず、文の意味を分析す

ることから始め、語気助詞を用いた文の意味のタイプを分類する。そして、言語行為

論によって、各タイプの意味を持つ文を一つの枠内に置きつつ、その統語的・意味

的・語用的特質を階層的かつ体系的に分析する。すなわち、各タイプの意味を持つ文

の発語内効力（発語内目的、達成の様式、命題内容条件、予備条件、誠実条件、強さ

の度合いの六つの構成要素より成る）を要素ごとに分析する。その後、文の各要素、

特に語気助詞が当該の文の意味に与えた影響を詳細に分析する。すなわち、語気助詞

がどのように発語内効力（の六つの構成要素）の表現に関わっているのか、というこ

とを分析する。最後に、各タイプの意味を持つ文における語気助詞の共通性と相違性

を分析し、語気助詞の意味への帰納を行う。

次にこの分析方法における言語理論としての言語行為論の基本概念を説明する。

３．言語行為論の基本概念

言語行為論を構築し、主要な主張をなしてきたのは Austin、Searle、Vanderveken

の三者である。本研究における言語行為論は主として Vandervekenの理論に依拠し

ている。ここでは Vandervekenの基本的概念を紹介する。本研究の立場から一部修

正を加えた部分があるが、それは明記する。Austinと Searleの理論については、

Austin（１９６２）、Levinson（１９８３）、Mey（２００１）、Searle（１９６９、１９７９）などがある。

発語内効力の構成要素：Vanderveken（１９９０）は、基本的発語内行為は発語内効

力 Fと命題内容 Pによって構成された F（P）の論理形式を取り、発語内効力は発語
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［図１］事態の有様と命題内容条件

内目的、達成の様式、命題内容条件、予備条件、誠実条件、強さの度合い、の六つの

構成要素から構成されると規定している。

発語内目的：発語内効力 Fの発語内目的はその発語内効力を持つ何がしかの発語

内行為が首尾よく遂行される場合に、命題内容に対して必然的に達成される目的であ

る。次の五つの基本的発語内目的がある。

言明の発語内目的：一つの事態の有様を現実のものとして表す。

行為拘束の発語内目的：これから先の一連の行動に話し手自らを拘束する。

行為指示の発語内目的：話し手が聞き手に何がしかの事をさせようと企てる。

宣言の発語内目的：話し手がその行為を遂行しているものとして自らを表すこと

によって、一つの事態の有様を発生させるような行為を遂行する。

感情表現の発語内目的：事態の有様に関する話し手の命題態度を表現する。

達成の様式：発語内目的は我々の行動のたいていの目的と同じように、様々なやり

方で達成できる。達成の様式は発語内行為が首尾よく遂行される場合に、その発語内

目的が命題内容に対してどのように達成されなければならないかを決定する。達成の

様式の重要な種類には、話し手の態度、話し手の立場、聞き手の立場、発語媒介的意

図、発話する時の行事、発話する時の仕草・動作・振る舞い、形式度などがある。

命題内容条件：命題内容条件は発話の文脈において発語内効力を持つ行為の命題内

容と見なせる命題の集合に課す条件である。命題内容とは発語内行為を構成する命題

の意味内容のことである。言語行為論では「文の内包としての命題とならぶ命題のも

う一つの側面（概念的思考の内容）として命題内容を捉えている」。

本研究では命題内容の種類を事態の有様、行為という二種類に分けておく。この事

態の有様、行為という二種類の命題内容はさらに下位分類することができる。命題内

容条件も様々な尺度によって記述することができる。事態の有様という種類の命題内

容の条件を図１で表示することを筆者は提案する。

軸 Sと軸Hはそれぞれ話し手と命題内容との関係、話し手が想定している聞き手

と命題内容との関係を表す。軸上の０は話し手または聞き手が命題内容に対して不確

実な心的状態を持っているという場合、１は話し手または聞き手が命題内容に対して
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確実な心的状態を持っているという場合を表す。軸Hの－１は聞き手が命題内容に

対して確実な心的状態を持っているが、話し手の命題態度に対して否定的な命題態度

を持っているという場合を表す。１または－１と０との間は話し手または聞き手が命

題内容に対してある程度の確実な心的状態を持っているという場合を表す。nの左側

の部分が話し手または聞き手の情報のなわ張りであり、この部分において話し手また

は聞き手が命題内容に対して高い程度の確実な心的状態を持っている。nの右側の部

分が話し手または聞き手の情報のなわ張りの外であり、この部分において話し手また

は聞き手が命題内容に対して低い程度の確実な心的状態を持っている。また軸Hの

－nの右側の部分が聞き手の情報のなわ張りであり、左側の部分が聞き手の情報のな

わ張りの外である。聞き手のなわ張りには二つの領域がある。

予備条件：予備条件は話し手が一つの可能な発話の文脈においてその発語内効力を

持つ行為を遂行する時にどの命題を前提とするかを決定する。

誠実条件：話し手は発語内行為を遂行することによって、その命題内容によって表

される事態の有様に関する一定の心的状態の様式を表現する。誠実条件は話し手が発

語内行為を誠実に遂行するならば、彼の抱いているであろう特別な心的状態の様式を

決定する。

強さの度合い：誠実条件の構成要素となる心的状態は発語内効力に依存する形で、

異なる強さの度合いによって表現される。

発語内効力の表し方：発語内効力（の六つの構成要素）が発語内効力標識によって

自然言語において表現され、命題内容が節によって表現される。一般的に、文の種類、

動詞のムードなどが発語内目的を表現し、副詞表現などが達成の様式を表現し、節の

文法形式に課せられる統語的制約が命題内容条件を表現し、音調曲線、副詞表現など

が強さの度合いを表現し、そして様々な統語特徴が予備条件と誠実条件を表現する。

４．「 ba」の意味の分析

４．１．「 ba」の文の意味

ここから「 ba」を例として、上述の語気助詞の意味の分析方法を示す。まず、「

ba」を用いた文の意味を分析し、文の意味のタイプを分類する。「 ba」の意味に関

する先行研究とコーパスの分析に基づいて、文末の用法を持つ「 ba」の文の意味

を十三種類に分けることができた。以下にこれを示す。

命令：話し手がやや柔らかい語調で、聞き手に対して、ある行為を遂行するように

言い付ける。文末のイントネーションは低く、緩やかである。

（１）用 那笨 袋瓜子、好好想想 。（お前の頭を使って、よく考えろ。）

（老舎『鼓書芸人』）
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依頼：話し手が聞き手に対して、拒否の選択権を与えながら、ある行為の遂行を求

める。文末のイントネーションはやや低い。

（２）老 ， 我去 ！（先生、私に行かせてください。） （劉・潘・故（２００１））

勧誘：話し手が聞き手に対して、話し手のこれから先の遂行しようとする行為を一

緒に遂行するように求める。文末のイントネーションはやや低い。

（３） 和我一起去 那里 ！（一緒に彼女のところに行きましょう！）

（彭荊風『緑月亮』）

許可：話し手が聞き手に対して、聞き手の欲している行為の遂行を許す。文末のイ

ントネーションはやや低い。

（４） 不再 牧乾，而低声的 ：“好， 走 。 若是受不了，就� 回来，我

等着 ！”（彼女は牧乾を止めずに、小さな声で言った。「行ってもいいよ。堪えられ

なかったら、早く帰ってきなさい。待っているよ。」）

（老舎『蛻』）

申し出：話し手が聞き手に対して、聞き手に関係がある行為を遂行しようとする意

志を表す。文末のイントネーションはやや低い。

（５）平海燕：我陪 到医院去看看 ？（平海燕：私はあなたに付き添って病院へ

行きましょうか？）

王仁利：不用！不用！（王仁利：結構です、結構です。） （老舎『全家福』）

提案：話し手が聞き手に対して、ある問題の解決策を提案する。文末のイントネー

ションはやや低い。

（６）王掌 ，孝敬老 点茶 ， 他 到 喝去 ！（王主人、兵士さまに茶

代を差し上げて、ほかのところへ行って飲んでもらいましょう。）

（老舎『茶館』）

同意：話し手が聞き手に対して、ある意見・希望などを承知・同意するということ

を言明する。文末のイントネーションは下降調である。

（７）好，明天出 。（よろしい。あす出発しましょう。）（劉・潘・故（２００１））

意志：話し手が聞き手に対して、これから先のある行為を遂行しようとする意志を

表す。文末のイントネーションはやや低い。

（８）好，我就 天的事 ……（あの日の事を話しましょう。）

（馮驥才『一百個人的十年』）

推量：話し手が、推量などの心的行為の対象に対して、ある程度の確実な心的状態

を持ち、推量などの心的行為の結果を相手に表す。文中には、「可能（たぶん）」、「也

（もしかしたら）」、「大概（おおよそ）」、「一定（きっと）」などの副詞が使われる

ことが多い。文末のイントネーションはやや低い。

（９）也 檀柘夫人 我 送 他 的宝石，正指的是 个人 。（檀柘夫人は我々

が彼らに宝石を送ったと言っている。もしかしたらこの２人を指しているのだろう。）
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（楊朔『宝石』）

婉曲：話し手が、推量などの心的行為の対象に対して、確実な心的状態を持つが、

主張を控えめにするために、推量などの心的行為の結果を婉曲に表す。文末のイント

ネーションはやや低い。

（１０）一个人，恋恋于自己的字句与思想，不免流于 吝，但也是常情 ！（自分の

ことばと思いに恋々とすると、どうしても吝嗇になってしまう。が、これも人情の常

だろう。） （張愛玲『走！走到楼上去』）

確認：話し手が、推量などの心的行為の対象に対して、ある程度の確実な心的状態

を持つが、推量などの心的行為の結果の妥当性が聞き手に依存するので、当該の結果

の妥当性について聞き手に確認を求める。文末のイントネーションはやや低い。

（１１） 些油印 本又是 老余的杰作 ？（これらのガリ版の教科書もまた余さん

の傑作だろう？） （劉醒竜『鳳凰琴』）

同意要請：話し手が、推量などの心的行為の対象に対して、ある程度の確実、ある

いは確実な心的状態を持つが、聞き手に同意を求める。文末のイントネーションはや

や低い。

（１２）“ 明恢 原任怕不合 ？” 航宇慢条斯理地 ，“他是被公 逮捕抓走

的。”（趙航宇はゆっくりと言った。「劉順明の復職は、適切ではないだろう。おおっ

ぴらに逮捕されたんだから。」）

（王朔『千万別把我当人』）

非難：話し手が、非難の意を含んで、ある事柄について聞き手の認識状態を確認し

たり聞き手の認識の形成を強く要請したりする。文末のイントネーションはやや低い。

（１３） 不能上人家公司里去 ？（会社に奪い取りに行くことなんかできないだ

ろう。） （談歌『城市警察』）

４．２．「 ba」の文の発語内効力の分析

「 ba」を用いた文の意味を分析して文の意味のタイプを分類してきた。次に、

言語行為論によって各タイプの意味を持つ文の発語内効力を一つずつ分析する。本研

究での「 ba」の文は主として「節＋「 ba」＋イントネーション」という形式を

取る文である。すなわち「 ba」とイントネーションが発語内効力標識であると規

定している。

「 ba」命令の文の発語内効力：【発語内目的】行為指示の発語内目的。【達成の

様式】中立的な達成の様式。【命題内容条件】命題内容が聞き手のこれから先の一連

の行動を表す。【予備条件】聞き手がその行動を実行することができる。【誠実条件】

話し手が聞き手にその行動を実行させたいと願ったり望んだりする。【強さの度合

い】弱い強さの度合い。
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「 ba」依頼の文の発語内効力：【発語内目的】行為指示の発語内目的。【達成の

様式】聞き手に拒否の選択権を与える。【命題内容条件】命題内容が聞き手のこれか

ら先の一連の行動を表す。【予備条件】聞き手がその行動を実行することができる。

【誠実条件】話し手が聞き手にその行動を実行させたいと願ったり望んだりする。【強

さの度合い】弱い強さの度合い。

「 ba」勧誘の文の発語内効力：【発語内目的】行為指示の発語内目的。【達成の

様式】聞き手に拒否の選択権を与える。【命題内容条件】命題内容が聞き手と話し手

のこれから先の一連の共同の行動を表す。【予備条件】聞き手と話し手がその共同の

行動を実行することができる。【誠実条件１】話し手が聞き手にその行動を実行させ

たいと願ったり望んだりする。【誠実条件２】話し手がその行動を実行する意図があ

る。【強さの度合い】弱い強さの度合い。

「 ba」許可の文の発語内効力：【発語内目的】行為指示の発語内目的。【達成の

様式１】聞き手に拒否の選択権を与える。【達成の様式２】話し手が命題内容の表す

行為の遂行の可否を決めることができる立場にいる。【命題内容条件１】命題内容が

聞き手のこれから先の一連の行動を表す。【命題内容条件２】命題内容の表す行為が

聞き手の欲している行為である。【予備条件１】聞き手がその行動を実行することが

できる。【予備条件２】聞き手がその行動を実行することを欲している。【誠実条件】

話し手が聞き手にその行動を実行させたいと願ったり望んだりする。【強さの度合

い】弱い強さの度合い。

「 ba」申し出の文の発語内効力：【発語内目的】行為指示の発語内目的。【達成

の様式】聞き手に拒否の選択権を与える。【命題内容条件１】命題内容が、最初の話

し手に話し手の問いに対する正しい答えを与えると考えられるような、聞き手のこれ

から先の行動を表す。【命題内容条件２】命題内容が話し手のこれから先の一連の行

動を表す。【予備条件１】聞き手がその行動を実行することができる。【予備条件２】

命題内容が聞き手にとって良い事柄である。【予備条件３】話し手がその行動を実行

することができる。【誠実条件１】話し手が聞き手にその行動を実行させたいと願っ

たり望んだりする。【誠実条件２】話し手がその行動を実行する意図がある。【強さの

度合い】弱い強さの度合い。

「 ba」提案の文の発語内効力：【発語内目的】行為指示の発語内目的。【達成の

様式】聞き手に拒否の選択権を与える。【命題内容条件】命題内容が聞き手のこれか

ら先の一連の行動を表す。【予備条件１】聞き手がその行動を実行することができる。

【予備条件２】命題内容が聞き手にとって良い事柄、あるいは検討中の問題の解決策

になりうる事柄である。【誠実条件】話し手が聞き手にその行動を実行させたいと願っ

たり望んだりする。【強さの度合い】弱い強さの度合い。

「 ba」同意の文の発語内効力：【発語内目的】行為指示の発語内目的。【達成の

様式】話し手が命題内容の表す行為の遂行の可否をある程度決めることができる立場
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にいる。【命題内容条件】命題内容がしばしば聞き手と話し手のこれから先の一連の

共同の行動を表す。【予備条件１】聞き手と話し手がその共同の行動を実行すること

ができる。【予備条件２】命題内容が聞き手などによって前もって提案されたもので

ある。【誠実条件１】話し手が聞き手にその行動を実行させたいと願ったり望んだり

する。【誠実条件２】話し手がその命題内容を承知・同意するという気持ちを抱いて

いる。【強さの度合い】弱い強さの度合い。

「 ba」意志の文の発語内効力：【発語内目的】行為拘束の発語内目的。【達成の

様式】中立的な達成の様式。【命題内容条件】命題内容が話し手のこれから先の一連

の行動を表す。【予備条件】話し手がその行動を実行することができる。【誠実条件】

話し手がその行動を実行する意図がある。【強さの度合い】中立的な強さの度合い。

「 ba」推量の文の発語内効力：【発語内目的】言明の発語内目的。【達成の様式】

中立的な達成の様式。【命題内容条件１】命題内容によって表される事態の有様は話

し手がそれに対して低い程度の確実な心的状態を持っているものである。【命題内容

条件２】命題内容によって表される事態の有様は話し手が、聞き手がそれに対して低

い程度の確実な心的状態または不確実

な心的状態を持っていると想定してい

るものである。図２で表すことができ

る。【予備条件】話し手が命題内容の

真理値に対して低い程度の確実な信念

を持つための理由や証拠を持っている。

【誠実条件】話し手が命題内容に対し

て低い程度の確実な信念を持っている。【強さの度合い】弱い強さの度合い。強さの

度合いは「可能（たぶん）」、「也 （もしかしたら）」、「大概（おおよそ）」、「一定

（きっと）」などの副詞によって増加したり減少したりする。

「 ba」婉曲の文の発語内効力：【発語内目的】言明の発語内目的。【達成の様式】

聞き手に、話し手が命題内容によって表される事態の有様に対して確実な信念を持っ

ていない、などと思わせるという発語媒介的意図で遂行される行為である。【命題内

容条件１】命題内容によって表される事態の有様は話し手がそれに対して確実な心的

状態を持っているものである。【命題内容条件２】命題内容によって表される事態の

有様は話し手が、聞き手がそれに対

して低い程度の確実な心的状態また

は不確実な心的状態を持っていると

想定しているものである。図３で表

すことができる。【予備条件１】話し

手が命題内容の真理値に対して確実

な信念を持つための理由や証拠を

［図２］「 ba」推量の文の発語内効力と命題

内容条件

［図３］「 ba」婉曲の文の発語内効力と命題

内容条件
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持っている。【予備条件２】発話の文脈において格別に話し手が丁寧さを保つ必要が

ある。この予備条件は達成の様式と相互に関連して働く。【誠実条件】話し手が命題

内容に対して確実な信念を持っている。【強さの度合い】中立的な強さの度合い。

「 ba」確認の文の発語内効力：【発語内目的】行為指示の発語内目的。【達成の

様式】聞き手に拒否の選択権を与える。【命題内容条件１】命題内容が、最初の話し

手に話し手の問いに対する正しい答えを与えると考えられるような、聞き手のこれか

ら先の行動を表す。【命題内容条件２】命題内容によって表される事態の有様は話し

手がそれに対して高い程度の確実な心的状態を持っているものである。【命題内容条

件３】命題内容によって表される事態の有様は話し手が、聞き手がそれに対して確実

な心的状態を持っていると想定して

いるものである。図４で表すことが

できる。【予備条件１】聞き手がそ

の行動を実行することができる。

【予備条件２】話し手が命題内容の

真理値に対して高い程度の確実な信

念を持つための理由や証拠を持って

いる。【予備条件３】聞き手が命題内容の真理値に対して確実な信念を持つための充

分な理由や証拠を持っている（言い換えれば、聞き手が命題内容の真偽を判断するこ

とができるという立場にいる）。【誠実条件１】話し手が聞き手にその行動を実行させ

たいと願ったり望んだりする。【誠実条件２】話し手が命題内容に対して高い程度の

確実な信念を持っている。【強さの度合い】中立的な強さの度合い。

「 ba」同意要請の文の発語内効力：【発語内目的】行為指示の発語内目的。【達

成の様式１】聞き手に拒否の選択権を与える。【達成の様式２】話し手が聞き手に話

し手の意見や認識を受け入れさせようとするという発語媒介的意図で遂行される行為

である。【命題内容条件１】命題内容が、最初の話し手に話し手の問いに対する正し

い答えを与えると考えられるような、聞き手のこれから先の行動を表す。【命題内容

条件２】命題内容によって表される事態の有様は話し手がそれに対して確実な心的状

態または高い程度の確実な心的状態を持っているものである。【命題内容条件３】命

題内容によって表される事態の有様は話し手が、聞き手がそれに対して確実な心的状

態または高い程度の確実な心的状態

を持っているが、話し手の命題態度

と否定的な命題態度を持っていると

想定しているものである。図５で表

すことができる。【予備条件１】聞き

手がその行動を実行することができ

る。【予備条件２】話し手が命題内容

［図４］「 ba」確認の文の発語内効力と命題内

容条件

［図５］「 ba」同意要請の文の発語内効力と命

題内容条件
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の真理値に対して確実な信念または高い程度の確実な信念を持つための理由や証拠を

持っている。【予備条件３】聞き手が話し手と意見や認識が違っている。【誠実条件

１】話し手が聞き手にその行動を実行させたいと願ったり望んだりする。【誠実条件

２】話し手が命題内容に対して高い程度の確実な信念または確実な信念を持っている。

【強さの度合い】中立的な強さの度合い。

「 ba」非難の文の発語内効力：【発語内目的】言明の発語内目的。【達成の様式】

話し手が非難を込めてある物事を聞き手に認識させようとするという発語媒介的意図

で遂行される行為である。【命題内容条件１】命題内容によって表される事態の有様

は話し手がそれに対して確実な心的状態を持っているものである。【命題内容条件

２】命題内容によって表される事態の有様は話し手が、聞き手がそれに対して不確実

な心的状態を持っていると想定してい

るものである。図６で表すことができ

る。【予備条件１】話し手が、聞き手

が命題内容を（充分に）認識していな

いが、認識することができるはずだと

判断している。【予備条件２】話し手

が命題内容の真理値に対して確実な信

念を持つための理由や証拠を持ってい

る。【誠実条件１】話し手が命題内容に対して確実な信念を持っている。【誠実条件

２】話し手が聞き手に非難の気持ちを持っている。【強さの度合い】強い強さの度合

い。

４．３．「 ba」の意味

各タイプの意味を持つ「 ba」の文の発語内効力の分析に基づいて、「 ba」が文

の意味に与えた貢献を詳細に分析する。すなわち、「 ba」がどのように発語内効力

（の六つの構成要素）を表すのか、ということを分析する。その後、「 ba」の共通

性と相違性を分析し、「 ba」の意味への帰納を行う。

「 ba」命令の文の発語内効力における「 ba」は【強さの度合い】を表す。「

ba」依頼の文の発語内効力における「 ba」は【達成の様式】と【強さの度合い】

を表す。「 ba」勧誘の文の発語内効力における「 ba」は【達成の様式】と【強さ

の度合い】を表す。「 ba」許可の文の発語内効力における「 ba」は【達成の様式

１】と【強さの度合い】を表す。「 ba」申し出の文の発語内効力における「 ba」

は【強さの度合い】を表す。「 ba」提案の文の発語内効力における「 ba」は【達

成の様式】と【強さの度合い】を表す。「 ba」同意の文の発語内効力における「

ba」は【誠実条件２】と【強さの度合い】を表す。「 ba」意志の文の発語内効力に

おける「 ba」は【誠実条件】と【強さの度合い】を表す。「 ba」推量の文の発語

［図６］「 ba」非難の文の発語内効力と命題内

容条件
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内効力における「 ba」は【予備条件】と【誠実条件】を表す。「 ba」婉曲の文の

発語内効力における「 ba」は【達成の様式】と【予備条件２】を表す。「 ba」確

認の文の発語内効力における「 ba」は【予備条件２】と【誠実条件２】を表す。「

ba」同意要請の文の発語内効力における「 ba」は【達成の様式２】と【予備条件

３】を表す。【予備条件２】と【誠実条件２】をも表す。「 ba」非難の文の発語内

効力における「 ba」は【達成の様式】、【予備条件１】と【誠実条件２】を表す。

上述の分析から見れば、形式「節＋「 ba」＋イントネーション」を取る文にお

ける「 ba」は一つの発語内効力標識として発語内効力の各構成要素を表す。その

うち「 ba」推量、「 ba」婉曲、「 ba」確認、「 ba」同意要請、「 ba」非難の

文の発語内効力における「 ba」は主として誠実条件、達成の様式と予備条件を表

す。ほかの文の発語内効力における「 ba」は主として達成の様式と強さの度合い

を表す。

ちなみに次のことも分かる。一つの単語・句・節・統語的特徴は発語内効力の一つ

の構成要素だけを表すこともあるが、複数の構成要素を表すのが普通である。一方、

発語内効力の一つの構成要素は一つの単語・句・節・統語的特徴によって表されるこ

ともあるが、複数の単語・句・節・統語的特徴によって表されるのが普通である。ま

た、一つの単語・句・節・統語的特徴は発語内効力の複数の構成要素を表すこともで

きるが、一般的に本務として特定の一つの構成要素を表す。一方、発語内効力の一つ

の構成要素は複数の単語・句・節・統語的特徴によって表されることもあるが、一般

的にそのうち特定の一つの単語・句・節・統語的特徴が最も重要である。そのため、

上述の分析結果は「 ba」の本務としての意味・機能であるが、曖昧と見られる部

分もある。

５．まとめ

従来、語気助詞の特徴と分析方法の不備が原因で、語気助詞の意味の分析は難題で

あった。語気助詞の特徴が分析方法の多様性をもたらしたが、新たな分析方法の検討

が語気助詞の意味の解明を進める可能性がある。本研究は「 ba」を例として語気

助詞の意味の分析方法を一つ提案した。すなわち、「まず、文の意味の分析を分析の

起点とし、語気助詞を用いた文の意味のタイプを分類する。そして、言語行為論に

よって、各タイプの意味を持つ文の発語内効力（の六つの構成要素）を一つずつ分析

する。その後、語気助詞がどのように発語内効力（の六つの構成要素）を表すのか、

ということを分析する。最後に、各タイプの意味を持つ文における語気助詞の共通性

と相違性を分析し、語気助詞の意味への帰納を行う」という分析方法である。

この分析方法のメリットは、次のように五点ほど挙げることができる。第一に、語

気助詞そのものの特徴が十分に重視される。第二に、語気助詞の分析の起点としての、
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語気助詞を用いた文の意味が十分に重視される。第三に、言語行為論によって、語気

助詞を用いた文の意味を一つの枠内に置きながら、統語的・意味的・語用的な平面を

階層的で体系的に分析することができる。第四に、語気助詞が文の意味に与えた貢献、

すなわち語気助詞の意味を精密に分析することができる。第五に、一つの語気助詞、

あるいは複数の語気助詞の間の共通性と相違性の分析に極めて役立つ。

（１）本研究は、２００６年７月杏林大学大学院国際協力研究科に提出した修士論文「ダロウと『 ba』

の対照研究―言語行為論の立場から―」に基づいて書いたものである。当該の論文も参考に

されたい。
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